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前田森林公園

深川医師会 浦崎 政康

前田森林公園は、１０年をかけて札幌市が造成
した広い公園で、長いカナール（運河）とその
両側に２列ずつポプラ並木が整然と植えられて

いる。人工的との意見もあるが、静かで落ち着
いた美しい公園である。

《
正
岡
子
規
（
３６
）
の
続
き
》
そ
の
２５７

子
規
周
辺
の
人
び
と
（
七
）

少
々
あ
と
も
ど
り
を
す
る
。
子
規
が
明
治
１２
年
１２
歳
の

と
き
、
疑
似
コ
レ
ラ
に
罹
り
、
安
倍
能
成
の
父
義
任
医
師

の
診
療
を
受
け
、
全
快
し
た
こ
と
へ
の
礼
状
が
あ
る
こ
と

を
書
い
た
。

現
存
す
る
子
規
の
最
初
の
書
簡
で
あ
る
。

日
月
匆
々
年
已
ニ
暮
レ
明
治
十
三
年
ノ
春
ヲ
迎
へ
余
偶

感
ス
ル
所
ア
リ

謹
テ
愚
簡
ヲ
草
シ
テ
安
倍
国
手
ニ
呈

ツ
ラ
ツ

ス

熟
ラ
客
夏
ヲ
顧
ミ
レ
バ
某
月
某
日
病
ニ
羅
ル
乎
実

ム

キ
ョ
ウ

ニ
困
苦
無
橿
其
病
タ
ル
之
ニ
罹
レ
バ
生
ル
者
ナ
ク
之
ニ

ア
シ
タ

ユ
ウ
ベ

当
レ
バ
死
セ
サ
ル
者
ナ
シ

旦
ニ
歩
行
ス
ル
者
昏
ニ
黄

泉
ノ
客
ト
ナ
リ
夕
ニ
健
壮
ナ
ル
者
朝
ニ
蓮
台
ノ
族
ト
ナ

ル

然
ル
ニ
余
九
死
ニ
一
生
ヲ
免
レ
唯
独
リ
世
ニ
存
在

ス
ル
ヲ
得
ル
ハ
実
ニ
国
手
ノ
治
術
宜
シ
キ
ヲ
得
妙
薬
ノ

法
ニ
適
ス
ル
ニ
ヨ
ル
ヘ
シ

其
伝
染
ス
ル
モ
之
ヲ
懼
レ

ズ
暑
烈
シ
キ
モ
之
ヲ
避
ケ
ス
国
手
ノ
厚
情
之
ヲ
謝
セ
ン

ト
欲
ス
レ
ト
モ
辞
ナ
ク
之
ヲ
報
セ
ン
ト
欲
ス
レ
ト
モ
能

ハ
ス

余
今
十
三
年
ノ
元
旦
ニ
逢
フ
モ
実
ニ
国
手
ノ
賜

カ

ナ
リ

聊
カ
濁
酒
一
樽
ヲ
呈
シ
謝
辞
ニ
易
フ
ル
ノ
ミ

時
厳
寒
ニ
逢
フ
国
手
請
フ
自
愛
セ
ヨ

明
治
十
三
年
一
月
五
日

常
規

拝

安
倍
国
手

机
下

こ
の
書
簡
は
、
講
談
社
版
「
子
規
全
集
」
書
簡
一
の
巻

頭
に
、
ま
た
新
潮
社
日
本
文
学
ア
ル
バ
ム
「
正
岡
子
規
」

に
も
写
真
版
で
載
っ
て
い
る
。

明
治
１２
年
に
は
コ
レ
ラ
が
全
国
的
に
流
行
し
、
愛
媛
県

下
の
患
者
一
四
、四
一
四
人
、
死
者
九
〇
三
人
で
あ
っ
た
。

前
年
の
夏
コ
レ
ラ
（
疑
似
コ
レ
ラ
と
も
い
う
）
に
罹

り
、
九
死
に
一
生
を
得
た
こ
と
に
対
す
る
礼
の
手
紙
で
あ

る
が
、薬
礼
は
も
ち
ろ
ん
払
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、年
が
明

け
て
か
ら
、あ
ら
た
め
て
酒
一
樽
に
添
え
た
礼
状
で
あ
る
。

酒
を
持
参
す
る
よ
う
に
し
た
の
も
、
礼
状
を
書
く
こ
と

を
す
す
め
た
の
も
、
後
見
人
の
大
原
恒
徳
だ
っ
た
の
で
は

な
か
ろ
う
か
。

子
規
が
い
か
に
早
熟
で
も
、
文
に
一
字
の
訂
正
も
な

く
、
文
意
も
よ
く
通
じ
る
の
は
、
大
人
の
手
が
は
い
っ
て

い
る
の
で
は
と
考
え
ら
れ
る
。

文
中
に
は
「
今
十
三
年
ノ
元
旦
ニ
逢
フ
」
と
あ
る
が
、

書
簡
を
発
し
た
日
附
は
一
月
五
日
で
あ
る
。
恐
ら
く
元
旦

に
草
稿
を
書
き
、
そ
れ
を
誰
か
に
見
て
も
ら
っ
て
訂
正
さ

れ
た
も
の
を
、
五
日
に
清
書
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
一

字
の
書
き
損
じ
も
な
い
と
こ
ろ
か
ら
推
し
て
も
、
加
筆
さ

れ
た
草
稿
を
見
な
が
ら
、
一
字
一
句
丁
寧
に
書
き
写
し
た

も
の
だ
ろ
う
。

酒
を
贈
る
と
い
う
の
も
、
子
供
の
知
恵
で
は
な
さ
そ
う

で
あ
る
。

子
規
は
明
治
１３
年
、
松
山
中
学
に
入
学
し
た
。

ご
ん

れ
い

明
治
７
年
岩
村
�
俊
が
佐
賀
県
權
令
か
ら
愛
媛
県
權
令

に
転
じ
、
松
山
に
来
任
し
た
。
權
令
は
、
現
今
の
知
事
に

ひ
と
し
い
。
自
由
民
權
の
発
祥
地
の
土
佐
の
出
身
で
あ
る

か
ら
、
民
度
を
高
め
る
た
め
に
中
学
校
、
師
範
学
校
の
設

立
に
着
手
し
、
県
学
務
課
長
に
の
ち
の
俳
人
鳴
雪
と
な
る

内
藤
素
行
も
登
用
し
た
。

ま
た
慶
應
義
塾
出
身
で
、
福
沢
諭
吉
の
自
由
教
育
を
受

け
た
草
間
時
福
を
招
い
て
中
学
の
教
育
を
ま
か
せ
る
こ
と

と
し
た
。

子
規
の
入
学
し
た
松
山
中
学
は
、
こ
う
い
う
人
々
に
よ

っ
て
創
立
さ
れ
た
り
、指
導
さ
れ
て
い
た
学
校
で
あ
っ
た
。

し
か
し
藩
閥
政
府
は
、
新
し
い
思
想
を
好
ま
ず
、
弾
圧

を
つ
づ
け
た
。
子
規
の
入
学
し
た
明
治
１３
年
は
既
に
そ
の

反
動
が
始
ま
っ
た
こ
ろ
で
あ
る
。

中
央
か
ら
の
干
渉
に
よ
っ
て
、
草
間
時
福
は
１２
年
７
月

に
、
契
約
満
了
の
名
目
で
松
山
を
去
ら
さ
れ
、
岩
村
�
俊

は
１３
年
３
月
、
内
務
省
戸
籍
局
長
転
出
を
命
ぜ
ら
れ
た
。

こ
の
時
松
山
の
自
由
民
權
論
者
の
多
く
を
連
れ
て
、
内
務

省
に
移
っ
た
。
内
藤
素
行
は
二
等
属
か
ら
四
等
属
に
格
下

げ
に
な
っ
て
文
部
省
に
移
っ
た
。

ひ
と
た
び
点
ぜ
ら
れ
た
自
由
民
權
の
思
想
の
火
と
、開
拓

使
官
有
物
拂
下
げ
事
件
を
契
機
と
す
る
明
治
２３
年
を
期
し

国
会
開
設
を
約
束
す
る
詔
書
を
出
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ

た
政
府
の
事
情
と
は
、松
山
中
学
の
生
徒
を
大
い
に
刺
激
し
、

眼
を
政
治
や
中
央（
東
京
）に
向
け
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

藩
閥
政
府
と
民
權
派
と
の
闘
い
は
、大
正
初
期
ま
で
続
く
。

医
事
・
文
談

九
百
六
十
九

平
岸

三
八
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